
6
月
通
常
会
議
一
般
質
問

　

盛
夏
の
候
、
市
民
の
み
な
さ
ま
に
は
ま
す
ま

す
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
は
、
湖
誠
会
に
対
し
ま
し
て
格
別
の
ご
支

援
ご
指
導
を
賜
り
、厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
４
月
に
行
わ
れ
た
市
議
会
議
員
選
挙

に
よ
って
新
た
な
任
期
が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し

た
。
湖
誠
会
に
は
新
人
議
員
３
人
を
含
む
４
人

の
議
員
が
新
た
に
入
会
し
、
総
勢
17
人
と
な
っ

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
市
議

会
最
大
会
派
と
し
て
の
責
任
あ
る
立
場
か
ら
、

市
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
期
待
に
応
え
て
ま
い
る

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
５
月
15
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
わ

が
会
派
の
津
田
新
三
議
員
が
議
長
に
、
伴
孝

昭
議
員
が
副
議
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
今

後
と
も
市
民
に
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て
、

更
な
る
議
会
改
革
と
政
策
立
案
機
能
の
強
化

に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
地
方
に
活
力
を
取
り
戻
す
た
め
の

地
方
創
生
が
国
家
戦
略
と
し
て
提
唱
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
本
市
で
も
人
口
が
減
少
に
転
じ
る

と
予
測
さ
れ
て
い
る
中
、
高
齢
化
が
進
み
福
祉

や
医
療
に
要
す
る
経
費
が
多
く
な
る一
方
、
生

産
年
齢
人
口
の
減
少
に
よ
り
税
収
が
少
な
く
な

る
こ
と
で
、
多
く
の
公
共
施
設
を
こ
れ
ま
で
ど

お
り
維
持
管
理
し
て
い
く
こ
と
が
困
難
に
な
る

と
想
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
市
民
セ

ン
タ
ー
や
学
校
な
ど
市
民
に
身
近
な
公
共
施
設

に
お
け
る
今
後
の
あ
り
方
の
検
討
に
あ
た
っ
て

は
、
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
も
慎
重

な
配
慮
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
大
津
市
と
し
て
の
特
長
を
失
う
こ
と
な
く

活
性
化
を
図
ら
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
大
変

難
し
い
課
題
で
は
あ
り
ま
す
が
、
後
世
に
重
い

負
担
を
残
す
こ
と
の
な
い
よ
う
全
力
で
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
後
と
も
湖
誠

会
な
ら
び
に
会
派
所
属
議
員
へ
の
ご
指
導
、
ご

鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

前
列
右
よ
り

仲
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弘
子
議
員

八
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憲
児
議
員

北
村　

正
二
議
員

伴　
　

孝
昭
議
員

竹
内　

照
夫
議
員

津
田　

新
三
議
員

武
田　

平
吾
議
員

竹
内　

基
二
議
員

青
山
三
四
郎
議
員

後
列
右
よ
り

幸
光　

正
嗣
議
員

伊
藤　
　

茂
議
員

近
藤　

眞
弘
議
員

鷲
見　

達
夫
議
員

川
口　

正
徳
議
員

中
野　

治
郎
議
員

桐
田　

真
人
議
員

草
野　

聖
地
議
員

ご
あ
い
さ
つ

幹
事
長　

竹
内
　
照
夫

ま
ち
づ
く
り
と
Ｊ
Ｒ
西
日
本
に
つ
い
て

　
大
津
市
は
東
部
地
域
の
位
置
づ
け
と
ま
ち
づ
く
り
を
ど
の
よ
う
に

進
め
る
の
か
、
ま
た
東
部
地
域
の
発
展
と
利
便
性
向
上
の
視
点
か
ら

Ｊ
Ｒ
瀬
田
駅
に
新
快
速
を
停
車
さ
せ
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
実
現
の

た
め
、
将
来
性
を
見
越
し
た
ビ
ジ
ョ
ン
と
確
固
た
る
決
意
を
持
っ
て

Ｊ
Ｒ
西
日
本
に
強
く
働
き
掛
け
る
べ
き
で
は

　
人
口
増
加
が
顕
著
で
、
工
場
や
文
化
ゾ
ー
ン
、
大
学
な
ど
が

存
在
し
、
幹
線
道
路
や
公
共
交
通
の
結
節
点
な
ど
重
要
な
地
域

で
あ
る
た
め
、
次
期
総
合
計
画
に
、
東
部
地
域
の
課
題
や
将
来
像
を
反

映
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
特
性
や
魅
力
を
高
め
た
ま
ち
づ
く
り
の
指
針

を
定
め
る
。
新
快
速
の
停
車
は
、
地
域
の
発
展
や
ま
ち
づ
く
り
に
大
き

く
寄
与
す
る
も
の
で
あ
り
、
現
状
把
握
と
影
響
を
精
査
す
る
と
と
も
に
、

地
域
の
み
な
さ
ま
や
企
業
、
大
学
等
と
連
携
し
、
県
と
と
も
に
Ｊ
Ｒ
西

日
本
に
実
現
性
を
協
議
し
て
い
く
。

公
共
工
事
の
品
質
確
保
の
推
進
に
つ
い
て

　
建
設
業
界
の
地
域
貢
献
度
と
適
正
な
入
札
価
格
及
び
歩
切
り
に
つ

い
て
伺
う　　

豪
雨
災
害
時
の
復
旧
な
ど
、
建
設
業
の
地
域
貢
献
は
大
き
い

も
の
が
あ
る
。
市
内
事
業
者
限
定
の
入
札
が
大
半
を
占
め
、
公

共
工
事
を
受
注
す
る
こ
と
が
、
地
域
貢
献
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

　
入
札
価
格
と
積
算
労
務
単
価
に
つ
い
て
、
本
年
２
月
に
公
共
工
事
設

計
労
務
単
価
が
上
昇
し
た
こ
と
を
受
け
、
旧
労
務
単
価
を
適
用
し
た
契

約
に
つ
い
て
も
、
一
定
条
件
の
も
と
、
新
労
務
単
価
で
の
契
約
金
額
に
変

更
で
き
る
特
別
措
置
を
実
施
し
て
い
る
。

　
本
市
に
お
い
て
は
、
積
算
に
よ
る
設
計
金
額
に
基
づ
い
て
予
定
価
格
を

決
定
し
て
お
り
、
歩
切
り
の
実
態
は
な
い
。

「
仮
称　
大
津
市
自
転
車
の
安
全
利
用
促
進
条
例
」
を
制
定
す
る
こ
と

に
つ
い
て

　
現
在
、
自
転
車
の
安
全
利
用
に
つ
い
て
、
社
会
的
な
関
心
が
高
ま
っ

て
い
る
。
本
市
に
お
い
て
も
自
転
車
に
係
る
対
策
の
推
進
は
喫
緊
の
課

題
で
あ
る
と
考
え
る
。
自
転
車
の
通
行
環
境
の
確
立
や
自
転
車
利
用
者

の
規
範
意
識
の
醸
成
を
さ
ら
に
促
し
、
良
好
な
自
転
車
交
通
秩
序
を
確

立
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
本
条
例
の
制
定
を
行
い
、
自
転
車
に
係
る
対
策
を
総
合
的
か
つ
積
極

的
に
取
り
組
む
べ
き
で
は　

　

通
行
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
自
転
車
通
行
量
が
多
く
、

優
先
度
の
高
い
区
間
に
つ
い
て
、
路
面
表
示
等
に
よ
り
自
転
車

走
行
位
置
の
明
示
を
行
い
、
歩
行
者
と
自
転
車
と
の
接
触
事
故
防
止
に

取
り
組
む
。

　
ま
た
、
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
は
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
ち
、
市
民
・
警

察
等
の
協
働
の
も
と
で
、
庁
内
関
連
部
局
と
も
協
議
・
連
携
し
な
が
ら

研
究
を
進
め
る
。

児
童
生
徒
の
急
病
等
緊
急
対
応
に
つ
い
て

　
特
定
疾
患
を
も
つ
児
童
生
徒
は
、
意
識
が
な
く
な
る
な
ど
突
発
的
に

発
症
す
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
葛
川
少
年
自
然
の
家
や
市
内
の
学
校

園
で
は
、
通
報
し
て
か
ら
救
急
車
が
到
着
し
救
急
隊
に
預
け
る
ま
で
、

15
分
以
上
を
要
す
る
と
こ
ろ
が
散
見
さ
れ
る
。

　
養
護
教
諭
に
よ
る
適
切
な
応
急
処
置
を
行
う
た
め
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
を
用
い
た
通
信
を
利
用
し
た
映
像
で
病
状
を
伝
送
し
、
医
師
の
指
示

を
受
け
る
体
制
づ
く
り
を
し
、
救
命
効
果
の
向
上
を
図
っ
て
は
ど
う
か
、

現
状
と
今
後
の
取
り
組
み
を
聞
く

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
用
い
た
通
信
の
導
入
は
、
養
護
教
諭
に

よ
る
適
切
な
応
急
処
置
に
つ
な
が
る
が
医
療
行
為
は
で
き
な
い
。

こ
の
体
制
づ
く
り
は
、
医
療
機
関
の
協
力
や
財
政
面
な
ど
様
々
な
課
題

を
考
慮
し
、
今
後
関
係
機
関
と
連
携
を
と
り
調
査
研
究
し
て
い
く
。　

公
園
に
お
け
る
健
康
遊
具
に
つ
い
て

　
公
園
は
現
在
、
子
ど
も
の
利
用
だ
け
で
は
な
く
中
高
年
の
利
用
が
格

段
に
増
え
て
お
り
、
使
わ
れ
る
頻
度
の
高
い
都
市
部
の
都
市
公
園
に
は
、

子
ど
も
た
ち
の
遊
具
だ
け
で
な
く
健
康
遊
具
の
設
置
が
必
要
で
は
な
い

か
と
考
え
る
。

　
こ
れ
か
ら
拡
大
す
る
医
療
費
な
ど
の
問
題
も
あ
り
、
健
康
づ
く
り
、

老
化
防
止
、
予
防
医
学
の
観
点
か
ら
も
必
要
と
考
え
る
が
本
市
の
見
解

を
伺
う　

今
年
度
よ
り
次
期
計
画
の
《
緑
の
基
本
計
画
》
策
定
に
着
手

す
る
。

　
そ
の
策
定
に
あ
た
り
、
多
機
能
型
公
園
の
検
討
を
行
う
予
定
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
健
康
づ
く
り
や
予
防
医
学
の
観
点
に
よ
る
健
康
遊
具
の
設

置
に
つ
い
て
も
、
検
討
課
題
の
一つ
と
し
て
専
門
家
の
意
見
を
聞
く
と
共

に
、
関
係
部
局
と
の
協
議
を
進
め
て
い
く
。

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
構
築
に
つ
い
て

　
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
社
会
に
対
応
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
、
住
宅
や
事
業
所
・
病
院
な
ど
様
々
な
機
能
を
都
市
の
中
心
部
に

集
中
さ
せ
、
活
力
を
保
持
す
る
「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
」
を
構
築
す
る

べ
き
で
あ
り
、
市
は
速
や
か
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
編
成
し
て
コ
ン

パ
ク
ト
化
を
検
討
す
る
べ
き
で
あ
る
。

　
ま
た
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
将
来
の
都
市
像
を
ど
の
よ
う

に
反
映
さ
せ
て
い
く
の
か
、
市
の
見
解
は　

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
つ
い
て
は
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策

定
や
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
に
つ
い
て
の
調
査
研
究
を
進
め
る
中
で

検
討
す
る
。
ま
た
、
将
来
都
市
像
の
反
映
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
、
各

地
域
で
開
催
す
る
ま
ち
づ
く
り
会
議
に
お
い
て
、
地
域
の
課
題
に
対
応
し

た
ま
ち
の
将
来
像
や
目
標
に
つ
い
て
、市
民
の
み
な
さ
ま
に
意
見
を
聞
き
、

地
域
別
構
想
案
に
反
映
す
る
予
定
で
あ
る
。

八
田
　
憲
児
議
員

青
山
三
四
郎
議
員

幸
光
　
正
嗣
議
員

近
藤
　
眞
弘
議
員

伊
藤
　
茂
議
員

桐
田
　
真
人
議
員

質
問
、
答
弁
は一
部
抜
粋
で
す
。

詳
し
く
は
大
津
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。
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公職選挙法により、議員による時候の挨拶状・寄付行為などは禁止されています。ご理解をいただきますようよろしくお願い申し上げます。
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大 津 市
M A P

私たち湖誠会はみなさまと
よりよい大津を目指します！

北
き た

村
む ら

 正
し ょ う

二
じ

●教育厚生常任委員会委員
●高齢者生活支援特別委員会委員
●予算常任委員会委員
●決算常任委員会委員

政調会長〒520-0528 大津市和邇高城270番地28

1 津
つ

田
だ

 新
し ん

三
ぞ う

●議長
●生活産業常任委員会委員

〒520-0242 大津市本堅田五丁目9番15号

2

仲
な か

野
の

 弘
ひ ろ

子
こ

●総務常任委員会委員
●高齢者生活支援特別委員会委員
●予算常任委員会委員
●決算常任委員会委員
〒520-0242 大津市本堅田二丁目27番14号

3 武
た け

田
だ

 平
へ い

吾
ご

●議会運営委員会委員
●生活産業常任委員会委員
●公共施設対策特別委員会委員
●予算常任委員会委員
●決算常任委員会委員

副幹事長〒520-0247　大津市仰木二丁目23番14号

4

中
な か

野
の

 治
じ

郎
ろ う

●総務常任委員会委員
●公共施設対策特別委員会委員長
●予算常任委員会委員
●決算常任委員会委員
〒520-0113 大津市坂本三丁目11番37号

5 八
は っ

田
た

 憲
け ん

児
じ

●議会運営委員会委員
●総務常任委員会委員
●高齢者生活支援特別委員会委員
●予算常任委員会委員
●決算常任委員会委員

幹事〒520-0027 大津市錦織一丁目13番4号

6

草
く さ

野
の

 聖
せ い

地
じ

●生活産業常任委員会副委員長
●高齢者生活支援特別委員会委員
●予算常任委員会委員
●決算常任委員会委員

〒520-0034 大津市三井寺町2番37号

7 伴
ば ん

 　 孝
た か

昭
あ き

●副議長
●教育厚生常任委員会委員
●予算常任委員会委員長
●決算常任委員会委員長

〒520-0043 大津市中央四丁目11番9号

8

竹
た け

内
う ち

 照
て る

夫
お

●議会運営委員会委員長
●施設常任委員会委員
●スポーツ・健康推進特別委員会委員
●予算常任委員会副委員長
●決算常任委員会副委員長

幹事長〒520-0802 大津市馬場一丁目8番19号

9

竹
た け

内
う ち

 基
も と

二
じ

●議会運営委員会委員
●施設常任委員会委員
●スポーツ・健康推進特別委員会委員
●予算常任委員会委員
●決算常任委員会委員

幹事〒520-0836 大津市杉浦町19番16号

11

伊
い

藤
と う

　 茂
し げ る

●施設常任委員会委員長
●スポーツ・健康推進特別委員会委員
●予算常任委員会委員
●決算常任委員会委員
〒520-0837 大津市中庄一丁目15番23号

10

鷲
す

見
み

 達
た つ

夫
お

●総務常任委員会副委員長
●公共施設対策特別委員会委員
●予算常任委員会委員
●決算常任委員会委員

副政調会長〒520-0843 大津市北大路一丁目11番32号

12

近
こ ん

藤
ど う

 眞
ま さ

弘
ひ ろ

●総務常任委員会委員長
●高齢者生活支援特別委員会委員
●予算常任委員会委員
●決算常任委員会委員
〒520-2144 大津市大萱二丁目23番14号

13 幸
こ う

光
み つ

 正
ま さ

嗣
つ ぐ

●施設常任委員会委員
●スポーツ・健康推進特別委員会副委員長
●予算常任委員会委員
●決算常任委員会委員

〒520-2153 大津市一里山三丁目38番40号グランバトー107

14

桐
き り

田
た

 真
ま こ と

人
●教育厚生常任委員会委員長
●スポーツ・健康推進特別委員会委員
●予算常任委員会委員
●決算常任委員会委員

〒520-2141 大津市大江五丁目35番8-103号

15 川
か わ

口
ぐ ち

 正
ま さ

徳
の り

●議会運営委員会委員
●教育厚生常任委員会委員
●公共施設対策特別委員会委員
●予算常任委員会委員
●決算常任委員会委員

幹事〒520-2271 大津市稲津一丁目15番18号

17青
あ お

山
や ま

三
さ ん

四
し

郎
ろ う

●生活産業常任委員会委員
●公共施設対策特別委員会委員
●予算常任委員会委員
●決算常任委員会委員

〒520-0865 大津市南郷一丁目4番9号

16

議会改革分野 政策立案分野
運用は、議会運営委員会が直轄で行い、議論を深めていきます。

議会基本条例に定める基本理念を具現化する議会版実行計画
大津市議会ミッションロードマップ

策定を目指します
任期中の議会活動を事前に「見える化」します
年度単位で議論されてきた議会改革や政策立案の具体
的な内容について、４年間の実行目標、工程を任期当初
に設定し、市民のみなさまへの説明責任を果たします。

■湖誠会が提案　　　座長に竹内照夫議員を選出
　大津市議会では、議会基本条例の実践化・具現化を図るため、こ
のたびわが湖誠会からの提案に基づき、議会版実行計画である「大
津市議会ミッションロードマップ」の策定に向けて検討するため、
政策検討会議が設置され、座長に湖誠会の竹内照夫議員が選出、委
員に桐田真人議員が就任することとなりました。
　湖誠会では今まで、議会
基本条例やいじめ防止条例
など、議員提案による制定
を積極的に提案、四つの政
策検討会議で座長を務める
など、制定に向けて全力を
傾注してきたところです。
　今後とも、より市民に開
かれた、分かりやすい議会
を目指していきたいと考え
ております。

議会ミッションロードマップ策定構想

平成
27年度

平成
28年度
以降

議会運営委員会で「政策検討会議」の設置を決定
議会ミッションロードマップの策定をテーマとする政策検討会議を設置。
各会派で実行（案）を提案・集約してロードマップの全体構成などを議論します。

①議会運営委員会で議会意思を決定
当該年度検討テーマの選定
政策検討会議の設置、実行と遂行組織を決定

③議会運営委員会で議会意思を決定
遂行組織を決定、検討結果の実行
④遂行組織で実施
議会運営委員会、その他の任意組織、議会局②政策検討会議で検討

●大津市政策検討会議委員（９人）
　【座　長】 竹内照夫　【副座長】髙橋健二
　【委　員】 桐田真人、船本力、杉浦智子、
 谷祐治、河村浩史、西村和典、
 嘉田修平

策定スケジュール

ポイント 1 2
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ホームページをご覧ください。湖誠会の活動をご紹介しています。 大津市議会 湖誠会 検索


